














（ 続紙 １ ）                             





定性の観点から車載用途への応用が期待されるオリビン型正極材料 LiMPO4 (M = 
Fe、 Mn)を取り上げ、実用電源システムとしての高度利用を目指して、充放電反応
における速度論的優先状態を明らかにするために、 (1)充放電直後の非平衡状態から





量に含む相 (リチウムリッチ相 )とリチウムを少量しか含まない相 (リチウムリーン







XRD-Rietveld 法を用いて LiFePO4 と LiCoO2 で行った先行研究を説明し、緩和解析
法の速度論的優先状態の理解への有効性を示している。  
 






Fe と Mn とで電池反応中の速度論的優先状態が異なることを示した。  
 








 第５章においては、4 V 領域で行ってきた緩和解析を LiMn0.75Fe0.25PO4 の 3.5 V









































 本論文は，車載用リチウム二次電池の正極材料として有望なオリビン型構造の LiMPO4 
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